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緒 論

發 疹 熱 の感 染 徑 路 に關 す る研 究 は 病原 體 發

見 の研 究 と平行 して 行 は れ た.即 ちMaxy1)

 (1926)が 本 病 々原體 保 有 者 は 〓齒 類動 物(鼠

族)で あつ て,そ の 吸血 性 外 部 寄 生蟲(鼠 蚤)に

依 つ て 媒 介 され る もの で あ ら うと 推 察 した.

そ の 後Dyer, Rumreich & Badger2) (1931)は

流行 地 で 採 集 した鼠 蚤 の食 塩 水乳 劑 を 用 ひ て

雄 性 海 〓 接 種 を行 ひ,實 験 的 に 之 を證 明 した.

更 にDyer, Ceder, Lillie, Rumreich & Bad

ger3) (1931), Kemp4) (1931),兒 玉,高 橋,河 野,

二木5)(1931),河 野6)(1932)等 に依 り相 亞 い

で鼠 蚤が 此 の媒 介者 で あ る事 が 確 認 され た.

一 方Mooser, Castaneda & Zinsser7) (1931),

兒 玉,高 橋,河 野,二 木(1931), Brumpt8) (19

32), Lepine9) (1932), Krizschewskiu. Rubin

stein10) (1933),六 友 田11)(1933), Suzuki12)

 (1934)等 は 鼠 體 か ら本 病 々 原 髄 を 證 明 し,茲

にMaxcy等 の 想 像 説 は 完 全 に 實 證 さ れ る に

至 つ た.尚 發 疹 熱 媒 介 蚤 はDyer, Rumreich

 & Badger (1931), Kemp (1931),兒 玉,高 橋,

河 野,二 木(1932),河 野(1932)等 に 依 り,

 Xenopgylla cheopis, Ceratophyllus fasciatus,

 Leptopsylla musculiが 主 要 な 媒 介 者 で あ つ

て,其 の 他Ceratophyllus anisus, Ctenoce

phallus canis, Ctenocephallus felis, Pulex

 initanceも 媒 介 の 可 能 な 事 が 明 に な つ た.

扨 て 本 邦 に 於 て 行 は れ た 家 鼠 のRickettsia

保 有 状 態 に 關 す る 研 究 は,六 友 田(1933)を 嚆

矢 と し,次 いで 小 規 模 な もの で あ るが 落 合,

野 崎,中 川13)(1937),緒 方,篠 崎,北 島14)(19

39)等 の報 告 を見 る.又 家 鼠血淸 のWeil-Felix

反 應 に關 して は淺 海,大 城15)(1935),六 友 田16)

(1935),落 合,野 崎,中 川(1937)等 の報 告 が あ
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る.家 鼠附着蚤 よりのRickettsia檢 出は淺海

大城(1935),落 合,野 崎,中 川(1937)等 に依 り

行はれた.著 者等は 發疹「チ フス」の 研究途

上に於 て,岡 山市内 に於 け る家鼠及び蚤屬の

 Rickettsia保 有状態に就 て聊か研究 を行つた

ので,茲 に報告す る次第であ る.

1.實 驗材料及 び方法

昭和19月4月 下 旬 よ り6月 下旬 に至 る2箇

月間に於て,「 岡山市 内各 方面 の國民 學 校 兒

童」に依つて生捕 された家鼠200頭 を實験材

料 とした.之 を當 日,時 に翌 日,白紙 を敷 いた

Exikator中 に入れ,Chloroform又 はAether

に依つて完全 に麻醉せ しめる.然 る時 は共の

附着蚤 も同時に麻醉せ られるか らPinzetteを

用 ひて之 を探集 し,既 に鼠體か ら離 れてExi

kator内 に殘存 する蚤 と共 に水 を注いだ「コツ

プ」に浮游せ しめる.然 る後水で封入 して顯

微鏡檢査 を行 ひ,其 の種別 竝に性別 を決定 し

た.次 いで蚤一匹宛其 の消化管 を取 り出 して

載 物硝子上に塗抹 し,Macchiavello染 色 を施

してRickettsiaの 有無 を檢した.

家鼠 は體表觀察 及び 身體諸計測 に依つて,

其の種別,性 別 を決定 した後,各 個體 別に心

臟採血 を行 ひ,血 清を分離 し,之 を20倍 よ り

320倍 まで 倍數 稀 繹 し,Proteus x19菌 を用 ひ

てWeil-Felix反 應 を試 み た.

更 に家 鼠 の腦 髄 を無 菌 的 に全 別 出 し,そ の

2頭 乃 至3頭 分 を合 して一 群 と し,生 理 的 食

塩 水 を以 て5倍 稀釋 乳 劑 を作 り,そ の4cc宛

を健 康 雄 性 海〓(350-500g)2頭 の 腹 腔 内 に

接 種 し,そ の後 毎 日1回 略 々 一定 時 に體 温 及

び體 重 の測 定 竝 に睾 丸 の變 化 を觀 察 し,發 熱

及 びNeill-Mosser反 應 を認 め た も の に 對 し

ては,そ の 極 期 に睾 丸莢 膜 を無菌 的 に剔 出 し

て塗抹 標 本 を作 り,Macchiavel1a染 色 を施 し

てRickettsiaの 有 無 を鏡 檢 し,同 時 に その5

倍乳 劑 を作 つ て雄性 海〓 累 代 接 種 を 試 み,そ

の感 染 を決定 した.

II.實 驗 成 績

(1)家 鼠 及び 其 のRickettsia保 有 状 態

全 被 檢 鼠200頭(〓89頭,♀111頭)中Ri

ckettsia保 有 鼠 は最 高23頭,最 低8頭 で,「R」

保 有率 は11.5%乃 至4.0%で あ る.

之 を種 別 よ り觀 る とRattus norvegicus nor

 vegicusは142頭(〓71頭,♀71頭)で,全 被

檢 鼠 の71.0%を 占 め,そ の 中「R」保有 鼠 は13

頭 乃至4頭 で,「R」 保有 率 は9.2%乃 至2.8%

で あ る.Rattus rattus alexandrinusは51頭

(〓17頭,♀34頭)で,全 被檢 鼠 の25.5%を

占め,そ の 中 「R」保有 鼠 は10頭 乃 至4頭 で

「R」保有 率 は19.6%乃 至7.8%で あ る.Mus

molossinus molossinusは7頭(〓 頭 ,♀

〓頭)で,全 被檢 鼠 の3.5%に 過 ぎ な く,「R」

保有 鼠は 見 なかつ た.

第1表　 被檢鼠 竝にその「R」保有状態

尚罹患海〓の臨床症状即ち潜伏期,發熱,體

重減少,陰 嚢變化或は睾丸莢膜よりの 「R」檢

出,累 代接 種等の結 果に關 しては別 に後報 す

る.

(2)家 鼠血清 のWeil-Felix反 應

鼠腦 乳劑の海〓 接種 試験 を行つ た 家鼠200

頭 中,131頭 に就 いてその血清のWeil-Felix

反應 を檢 した.之 を全被檢鼠 よ り觀 る と,20

倍稀釋 まで陽性の もの11頭(〓4頭,♀7頭),

40倍 稀釋 まで陽性21頭(〓9頭,♀12頭)
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80倍 稀 釋 まで 陽性10頭(〓6頭,♀4頭),

160倍 稀 釋 まで 陽性2頭(〓1頭,♀1頭),計

44頭(〓20頭,♀24頭)が 陽 性 で あつ て,全

被 檢 鼠131頭(〓55頭,♀76頭)中33.6%

(〓36.4%,♀31.6%)はWei1-Felix反 應 陽 性

で あ る.尚40倍 以 上 を陽性 とす れ ば,陽 性 鼠

は全 被 檢鼠 の25.2%で あ り,又80倍 以上 を

陽 性 とす れ ば被檢 鼠 の9.2%は 陽性 鼠 で あ る.

之 を種 別 竝 に性 別 よ り觀 る と, Rattus nor

 vegicus uorvegicusに 於 ては20倍9頭(〓4

頭,♀5頭),40倍15頭(〓7頭,♀8頭),

80倍9頭(〓6頭,♀3頭), 160倍1頭(〓1

頭,♀ 無),計34頭(〓18頭,♀16頭)陽 性

で あ つ て,即 ち 全 被 檢 鼠100頭(〓44頭,♀

56頭)中, 34.0%(〓40.9%,♀28.6%)は 陽

性 で あ る.又Rattus rattus alexandrinusに

於 て は20倍2頭(〓 無,♀2頭),40倍6頭

(〓2頭,♀4頭),80倍1頭(〓 無,♀1頭),

160倍1頭(〓 無,♀1頭),計10頭(〓2頭,

♀8頭)陽 性 で あ つ て,即 ち 全 被 檢 鼠31頭

(〓11頭,♀20頭)中, 32.3%(〓18.2%,♀

40.0%)は 陽 性 で あ る.

第2表　 a　 家 鼠 血 清 のWeil-Felix反 應

第2表　 b　 家 鼠 血 清 のWeil-FeIix反 應
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(3)鼠 蚤 及び其 のRickettaia保 有 状 態

　著 者等 の 前報 告,即 ち 「岡 山市 に 於 ける家

鼠竝 に その 蚤族 の 統 計 的觀 察 」 に於 て,既 に

詳 述 した様 に,家 鼠附 着 蚤1423匹 を 分 類 し

て, Ceratophyllus fasciatus. Ceratophyllus

anisus, Leptopsylla musculi, Echidnophaga

 gallinaceaの4種 を得 た.

而 して蚤1匹 宛 よ り消 化 管 を取 り出 して載

物硝 子上 に塗 抹 し, Macchiavella,染 色 を施 し

て「R」の有 無 を鏡 見 し,各 種 蚤53匹 中, Rat

tus rattus alexaudrinus(〓)に 附 着 して ゐた

Leptopsylla musculi(♀)1匹 よ り,形 態 及

び 内 被 細 胞 に 封 す る態度 等全 くRickettsia

 mooseriに 一致 す る多数 のRickettsiaを 檢 出

し得 た.共 處 で 同鼠 に 附 着 して ゐ たLepto

psylla musculi 5匹(〓1匹,♀4匹)を70%

 Alkoholに30分 浸 漬 して滅 菌 し,約2ccの

生理 的食 塩水 を以 つ て乳 劇 を作 り,雄 性 海〓

の腹 腔 内 に接 種 した所,Neill-Mooser反 應 は

發 見 しなか つ たが(恐 ら く海 〓 が 幼 弱 で あつ

た 爲 で あ ら う),良 型 の發熱,體 重減 少 を來 し,

睾 丸狭 膜か ら「R」を檢 出 し得 た.

第3表

Ⅲ. 總括及び考察

發疹熱感染徑路に關する研究は多数の研究

者に依つて行はれ,そ の結果本症が鼠族を病

原體保有著とし,吸 血昆蟲特に鼠蚤を媒介者

とする事は,既 に明確なる事實となつた.然

し乍ら之に關する我が國の研究例は極めて僅

少であつて,特 に其の綜合的研究は落合,野

崎,中 川等の報告があるに過ぎない.著 者等

は發疹熱の相當濃厚に存在 す る周 山市 に於

て,其 め感染徑路 を確認 し併せて本症の鼠間

に於ける浸潤濃度 を明がにする爲,家 鼠の蚤

保有状態,家 鼠及び鼠蚤 の「R」保有状 態,家 鼠

血清のWeil-Felix反 應等に關 して 聊 か 觀察

した次第であ る.

著者等 に依 る岡山市産家鼠 の 「R」保有 状態

を觀 ると,鼠 腦2乃 至3頭 分宛 を混合接種 し

た爲,正 確 な結果 は求め得 ないが,被 檢家鼠

200頭 中 「R」保有 鼠は23頭 乃至8頭 で あつ

て,保 有率11.5%乃 至4.0%で あ ろ.先 人の

檢査成績 は(表 は省略 す),多 くは 被檢鼠 少

數 で 且つ 鼠 腦 を多 数 混合 接 種 し,而 も實驗 季

節 區 々で あ爲 絶 對 的 比較 は な し得 ない けれ ど

も,最 高 はHamburgの30%,最 低 は熊 本 の

11.9%乃 至2.4%で あつ て,岡 山市 産 家 鼠 の

「R」 保 有率 は略 々 中等度 で あ る.本 邦 に 於 け

る家 鼠の 「R」保 有状 態 に關 して は,今 日 まで

に 六反 田(熊 本 市),落 合,野 崎,中 川(名 古 屋

市),緒 方,篠 崎,北 島(千 葉 市)に 依 る研 究

例 が あ る.之 を比較 す るに最 高 は名 古屋 市 の

25%で あつ て,熊 本 市 の16.4%(夏 季 は11.9

%乃 至2.4%),岡 山市 の11.5%乃 至4.0%之

に 次 ぎ,最 低 は 千葉 市 の5.0%で あ る.著 者

等 の調 査 は暮 春 よ り初 夏 にか け て行 つ た もの

で,保 有率 は熊 本市 に於 け る夏 季 の 成 績 に近

似 して ゐ る.故 に若 し調 査 を冬 季 に行 ふ な ら

ば,恐 ら く保有 率 は 更 に大 に な る もの と考 へ

られ る.

次 に 「R」保 有 状 態 を種 別 に よ り比 較 す る と

Rattus norvegicus norvegicusの42頭 中 「R」

保 有 鼠 は13頭 乃 至4頭(9.2%乃 至2.8%),

 Rattus rabtus alexandrinus 51頭 中「R」保 有鼠

は10頭 乃 至4頭(19.6%乃 至7.8%)で あつ て

Rattus rattus alexandrinusに 「R」保 有 率 遙 に

高 く, Mus molossinus molossinusに は 「R」

保 有鼠 は 見 られ な かつ た.(尚 鼠 腦 乳 剤 の 調

製 に際 して雌 雄 合 一 した ものが 有 つた 爲,性

別 に よ る比 較 は な し得 なか つ た.)

岡 山市 産 家鼠 血 清 のWeil-Felix反 應 陽 性率

を觀 る と,被 檢 家鼠131頭 中,陽 性 取 は44頭

で.陽 性 率33.6%で あ る.之 を先 人の 調 査 成

績 と比 較 す る と(表 は省 略 す),最 高 はHam

burgの50%,最 低 は神 戸地 方 の4.6%(但 し

本 例 は100倍 以上 を陽 性 と して ゐ る)で あつ
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て,著 者 等 の成績 は略 々 中等 度 の 陽性 率 で あ

る.本 邦 に於 け る家鼠 血 清 のWeil-Felix反 應

に關 して は 今 日迄 に淺 海,大 城(神 戸 地 方),六

反 田(熊 本市),落 合,野 崎,中 川(名 古 屋 市)に

依 る研 究 例 が あ る.之 を比較 す る に最 高 は名

古屋 市 の42.9%で あつ て,岡 山市 の33.6%,

熊 本 市 の29.8%之 に亞 ぎ,最 低 は神 戸地 方 の

4.6%で あ る.即 らweil-Felix反 應 に於 て も

熊 本 市 にに於 け る成績 に近 似 して ゐ る.

此 のWeil-Felix反 應 を種 別 に よ り比 較 す

る と, R. n. norvegicug 100頭 中陽性 數(率)は

34頭(34.0%), R. I. alexandrinus 31頭 中陽 性

數(率)は10頭(32.3%)で あつ て,R.n. nor

 vegicusの 方が 稍 高 く, M. m. molossinusに は

陽 性鼠 を見 なか つ た.尚 本反 應 を性 別 に よ り

比 較 す る とR. n. norvegicusに 於 て は 〓40.9

%,♀23.6%で あつ て 〓 に 高 く, R. r. alex

 andrinusに 於 て は 〓18.2%,♀40.0%で ♀

に高 い.兩 者 の統 計 に就 て 見 る と 〓 は36.4

%,♀ は31.6%で 〓 ぎ稍 高 い.

次 に 家鼠 の鼠 蚤 保 有状 態 と「R」保 有 率 及 び

Weil-Fe1ix反 應 との 關 係 を考 察 して み る に,

鼠 蚤 が 媒 介者 で あ る以上,家 鼠 の 蚤保 有 率 及

び 蚤 指 數 の 高 い種 類 程,「R」 保 有 率 及びWeil-

Felix反 應 陽 性率 が 高 いだ ら うと考 へ た が,著

者 等 は 第3表 に見 る様 に之 を實 證 す る成績 を

得 なか つ た.

尚 發疹 熱 發生 の季 節 的 消 長 と地 域 的 差 異 の

由來 は、 家 鼠 の 生活 状 態,鼠 蚤 發生状 態,家

鼠 の 「R」保 有率 の相 互 關 係 を季 節 的,地 域 的

に比 較 研 究 す る事 に依 り始 め て 明瞭 にせ られ

るで あ ら う.

發 疹 熱 媒 介者 が 家 鼠 の 吸血性 外部 寄 生 蟲 特

に鼠 蚤 で あ ろ事 は,既 に 多 くの學 者 に依 つ て

闡 明 にせ られ た.即 ち 米 國 に 於 て はXeno

 psylla cheopis, Ceratophyllus fasciatus, Lep

 toPsylla musculiを 主 と し,満 洲 に於 て はXe

 nopsylla cheopisを 主 と し,稀 にCeratophyl 

lus anisusに 依 つ て 媒 介せ られ る事が 證 明 さ

れ て ゐ る.飜 つ て本 邦 に於 け る此 の 方面 の研

究 を觀 る に,淺 海,大 城(1935)が 本 症 患 家 に

於 て捕 獲 した 家鼠 寄 生鼠 蚤(種 名 不 明)の 乳 劑

に よ る海〓 接 種試 驗 に 於 て 「R」を分 類 し,又

落 合,野 崎,中 川(1937)が 同 じ く患 家 よ り得

た家 鼠 寄 生鼠 蚤(種 名 不 明)よ り直 接,間 接 に

「R」 を證 明 して ゐ るが,如 何 な る種 類 が本 邦

に 於 ける主 要 媒 介 者 で あ るか に關 して は未 だ

其 の 報 告を見 な い.著 者 等 は 自然 に 家 鼠 に寄

生 して ゐ る鼠 蚤 を材 料 と して之 が研 究 を 試 み

た が,僅 にLeptopsylla musculiよ り「R」を

證 明 し得 た に過 ぎ な い.岡 山市 産家 鼠 に寄 生

す る爾他 の 鼠 蚤,即 ちCeratoPhyllus fascia

tus, Ceratophyllus anisusの 媒 介 性 は先 人の

研 究 に依 り推 測 し得 る所 で あ るが, Echidno

phaga gallmaceaの 媒介性の有 無 と共 に之が

確認は今後の 研究 に俟た なければ ならない.

結 論

著 者等 は 岡 山市 産 家 鼠200頭 を實驗 材料 と

して家鼠 の 蚤保 有 状 態,家 鼠 及 び鼠 蚤 の 「R」

保 有状 態,家 鼠 血 清 のWeil-Felix反 應 等 を檢

索 し,次 の結 論 を得 た.

1)　 被 檢 家鼠200頭 中,腦 乳 劑 の 海〓 接 種

試 驗 に よ り 「R」 を證 明 し得 た もの は, 23頭

(11.5%)乃 至8頭(4.0%)で あ る.之 を種 別 に

よ り觀 察 す る と, R. n. norvegicus 142頭 中

「R」保 有 鼠 は13頭(9.2%)乃 至4頭(2.8%)で

あ り, R. r. alexandrinus 51頭 中 「R」保 有鼠

は10頭(19.6%)乃 至4頭(7.8%)で あ る. M.

 m. molossinus 7頭 に は 「2」保 有鼠 を見 なか

つ た.

2)　 被 檢 家鼠131頭(〓55頭,♀76頭)の

Weit-Felix反 應 陽 性 率 は33.6%(〓36.4%,

♀31.6%)で あ る.之 を種 別 に より 觀 察 す る

と, R. n. norvegicus 100頭(〓44頭,♀56

頭)の 陽 性率 は34.0%(〓40.9%,♀28.6%)

で あ り, R. r. alexandrinus 31頭(〓11頭,

♀20頭)の 陽 性 率 は32.3%(〓18.2%,♀

40.0%)で あ る.

3)　 家 鼠 に 寄 生 し て ゐ た 蚤 族 はCerato

phyllus fasciatus, Ceratophyllus anisus, Le

ptopsylla musculi, Echidnophaga gallinacea

の4種 であつ て,此 の 中LeptoPsylla musculi

よ り「R」を證 明 し得 た.
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